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令和２年度 第３回自立支援協議会定例会議（書面開催） 

議事録 

 

 

開催日：令和３年３月１５日（月） 

委 員：出席２９名、欠席０名 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、書面形式にて会議を開催しました。 

 

 

議事１ 令和２年度活動実績及び令和３年度活動予定等について《協議事項》 

（１） 内容 

本会及び部会、ワーキンググループの令和２年度活動実績及び令和３年度活動予

定等について、報告・協議を行いました。 

（２） 結果 

承認する：２９名  承認しない：０名 

（３） 委員からの意見 

 コロナ禍における各部会活動がどのようになるのか危惧しておりましたが、オン

ライン会議の活用によって新たな発見があった旨、安心いたしました。今後、ポ

ストコロナにおいても、オンラインと実動を上手く組み合わせて、お互いの意思

疎通が生かせる方策を考慮していただけたらと考えております。 

 次年度もコロナの終息はまだ見込みが立たないので、オンライン会議を用いての

会議ができれば良いと思います。委員全員がオンラインでの参加だと難しいこと

もあるので、出席できない人だけオンラインにするなど、工夫できればと考えま

す。 

 コロナ禍でも工夫した部会･ワーキンググループ活動ができた１年だったと感じ

ました。年度末に動画配信などで成果を関係者向けに発表できると良いと思いま

す。 

 コロナ禍でも各ワーキンググループが継続的に活動されていたことへのご努力に

感謝いたします。 

 自分に合った服薬を続け、３１年ほとんど欠かさず飲んで現在に至っております。

コロナ禍でも栄養や睡眠を大事にし、現在は清掃業務も行っています。これから

も自立支援協議会で啓発活動を行っていければと思います。 

 各部会・ワーキンググループでの取組で様々な成果があった旨をご報告いただき、

ありがとうございます。障がい者の自立支援をより実際的に機能させていくため

にも、各部会・ワーキンググループがネットワークを組み、全体的な目的のどの
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部分に協議が行われているか確認できる機会があると、なお良いと思いました。 

 コロナ禍において、十分な活動ができないなか、ＩＣＴの活用や今後の取組への

検討等、様々な活動実績を確認させていただきました。サービス提供事業者とし

ても、新型コロナウイルス感染症の影響によって、十分な支援ができないケース

も見受けられました。今後も、引き続き、感染予防の徹底を図り、支援を継続で

きるよう対応して参ります。 

 コロナ禍で環境がガラリと変化しましたが、オンラインの活用をどこも上手に取

り入れているなと感じました。社会全体が助け合い、「チームとして動く」ことの

重要性を再確認できました。 

 しごと部会の今後の活動として、企業へのアプローチを行っていければと思いま

した。例えば、区内企業で職場体験受入の拡大であったり、企業の障がい者雇用

担当者や直接ＯＪＴをしている方向けの「障がいのある方達の対応」であったり、

「障がいのある方々の強み」「障がい特性について」等について研修会のようなも

のができれば良いと思いました。 

 自立支援協議会の活動報告は、とても見やすくわかりやすくまとまっていました。

引き続き、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

議事２ 荒川区医療的ケア児等支援協議会の設置について《協議事項》 

（１） 内容 

医療的ケア児等が身近な地域で適切な支援を受けられるよう保健、医療、障がい

福祉、保育、教育等の関係機関が協働して支援の調整を行う協議の場「荒川区医療

的ケア児等支援協議会（以下「協議会」という。）」を令和３年２月に設置したこと

を報告し、実務担当者で構成する部会「医療的ケア児等支援部会」を自立支援協議

会の部会を兼ねて設置することについて協議を行いました。 

（２） 結果 

承認する：２９名  承認しない：０名 

（３） 委員からの意見 

 医療的ケア児等支援協議会･部会の今後の活動に期待しています。医療的ケア児等

コーディネーターの配置についても、自立支援協議会に協議いただきたいと思い

ます。 

 医療的ケア児等の支援はとても重要だと思います。あわせて、その方々への支援

が「児」に限られず、成人、高齢となっても切れ目なく支援がつながるような仕

組み作りが今後必要になっていくのではと思いました。 
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 医療的ケア児等支援協議会の部会開催の折には、参加させていただければ、情報

収集の手立てとしても大変助かります。 

 

 

議事３ 令和３年度の障害福祉関連予算について 

（１） 内容 

令和３年度の障害福祉関連予算について、荒川区障がい者総合プランの重点施策

に沿って報告を行いました。 

（２） 委員からの意見 

 令和３年度は新規事業の予算化もあり、コロナ時代の取組になることは必至です。

あらゆる事の想定外にならないような取組になってほしいです。 

 荒川区障がい者総合プランの重点施策に係る予算について、「文化芸術活動の促

進」事業は国の方針によるものと思いますが、区での事業予算は指定管理料に含

まれるとありますが、施設への支援予算のみとも捉えられるので、区内の障がい

者に対する文化芸術活動の推進が必要と思います。参考資料に記載があった新型

コロナウイルス感染症対策関連予算に、プレミアム付き区内共通お買い物券発行

の支援がありましたが、今ひとつ分かりにくい予算組みです。障がい当事者へ発

行してもらえるものであれば良いのですが。 

 

 

以 上 


